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　生涯学習団体等が、市民を対象としたコンサート等の大きな催し物を公民館ホール等で開催したい
場合、年１回に限り施設使用料が免除される制度があるのをご存知でしょうか。

　例年、洋楽と伝統芸能の二部構成で開催していましたが、今年度は洋楽のみの公演となります。
　市文化協会音楽部会の指導者として活躍される方々の演奏を、ぜひご堪能ください。
　なお、伝統芸能の公演は 6月に開催する予定ですので、お楽しみに。

▼共　催　市文化協会・市教育委員会

▼問合先　市役所生涯学習課　生涯学習Ｇ
　　　　　内線 276

入場
無料

▼日　時　3月 17 日㈰
　　　　　開場　13:30
　　　　　開演　14:00

▼会　場　中央公民館ホール

▼出　演　（50音順：敬称略）
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